
u 最終答申の完成イメージ
Ø 基本的には中間答申と同様の目次構成とする（中間答申をベースに
し、中間答申の時点で審議が未了となった部分、審議を行っていな
い部分、金額に変動があった部分等を補足・修正し、最終答申とす
る）

＜最終答申目次（案）＞

1. 国立市の現状と課題

2. 市財政のあるべき姿と改善目標の設定

3. 市財政運営の基本的なあり方

4. 財政健全化のための具体的方策

5. 今後の各種市民負担の見直しに係るルールについて

■ 財政健全化のための具体的方策 ■
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u 具体的方策の検討に入る前の確認事項

① 今、何のために財政健全化をしなければならないのか
Ø 長期収支見通し（財政改革審議会資料№9-3）

Ø 人口推計（財政改革審議会資料№9-4）

Ø 国立市行政経営方針（財政改革審議会資料№9-5）

② 改善目標額の確認
Ø 中間答申では「約12億円」と設定した改善目標額の考え方につ
いて確認

Ø 平成23（2011）年度決算で赤字補てんが少なかった理由（財政
改革審議会資料№9-6）
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